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て、何が達成されるのかを詳しく確認せず、 「経済共同体」という名前や分野名だけを見てビジネスチャンス到来だ 国内産業の危機だ、といった議論が多く展開されている。前述の第一の誤解は、ＡＥＣが二〇一五年一二月三一日に突如大きな変化 ともに出現する、というものであ 本特集の巻頭にて石川教授が書かれたよう 、ＡＥＣ創設は経済統合の推進 いう長い過程における「通過点」して扱われるべきである 、多くの人々・メディア・業界団体 、現状と、イメージのなかの「経済共同体」像とのギャップをもって、

















態とはなんであろうか。本特集は「ＡＥＣを三層のレイヤーに分解する」という仮説に基づき、ＡＥＣがＡＳＥＡＮの経済統合に果たす役割を理解するための新しい視点を与えることを目的とする。第一のレイヤーは、Ａ Ｃが単語だけで語られるものである。第二のレイヤーは、ＡＥ まったく不十分である、とすそして、第三のレイヤーと 企業や人々がありとあ ゆ 利用可能な施策からＡＥＣ 実現された施策をうまく選別し活用し、ＡＥＣが謳っている質の高いＡＳＥＡＮの経済統合を実体面で推し進めているというものである。本特集では、関税削減、サービス自由化、とりわけＡＥ の成功事例のひとつとしてあげられる航空自由化や生産ネットワークの変化、労働者
の移動、ＡＳＥＡＮ連結性強化にかかるＡＳＥＡＮ連結性調整委員会の役割について議論する。　
ＡＥＣは「通過点」である一方、
ＡＳＥＡＮにとっては最大のチャンスとなりうる。ＡＥＣの施策を使いこなしている、もしく ＡＥＣの想定以上の自由化の成果を得ている企業がいる一方で 多くの中小企業はＡＥＣのメリットを十分に享受しきれてい い。これは、何がＡＥＣによってすでに達成され、ないしこれから影響を与え、ＡＥＣがＡＳ ＡＮ内外の人々や企業にどのような貢献をなし得るのかが、十分に説明 切 ていないことに起因する。　
これに対し、二〇一五年一二月









 福永佳史「ＡＳＥＡＮ経済共同体の進捗評価とＡＥＣスコアカードを巡る諸問題」 （ 『アジ研ワールド・トレンド』№二三一、二〇一五年一月。
②
 助川成也「 【ＡＳＥＡＮ経済統合の実像】
　
第三十六回
　
ＡＳ
ＥＡＮ首脳会議で統合のてこ入れ目指す」時事速報インドネシア版、二〇一五年四月二四日。
